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ッッガムシ (幼虫)

体長0,3～ 0.7mm うすい赤色

発生l    l  多い

ッッガムシは野外にいるダニで、病

原体 (リ ケッチア)を もった幼虫が入

を申1す と、ツツガムシ病をおこします。

ッッガムシの幼虫は野ネズミなどに

寄生 し、野 lll、 河111敷などにいます。

ッッガムシ病 |よ、伊豆諸動に多く、

最近では、多摩地域でも発生 したこと

があります。

症状

・38℃ をこえる熱力壮腋的長く続きます。

・全身がだるく、頭痛や関節痛があり

ます。
・ リンパ節がはれて痛むことが多い。

・ッッガムシ特有の「刺し回J(写真)

があります。       _

予防

・野曲、河川敷などでは肌の露lflを さ

けます。

・ ll「Lの露出をしているところは忌避剤

(虫 よ:サ)を塗 ります。

・地面に直接寝転んだり、腰をおろし

たりしない。

・野|||な どにを1っ た後はす ぐ着替え、

衣類は洗濯します。

麟

カゼ と間違えると危険です。・ソツガ

ムシ病0症状があったら、すぐに医師

の診察を受 |ナ ます。

有効な治療薬がありますから、診断

さえつけば、ツツガムシ病はそれほど

こわい病気ではありませんゃ

ッッガムシ (幼虫)の tllじ「|

ッッガムシの生息場所


